
平成29年度
（目標（見込）値）

33.5% ３８位 38.4% ３８位 40.6% ３９位 42.4% ３３位 44.6% ３３位 45.9% ３５位 ― ― 70.0%

38.9% 44.7% 46.2% 47.6% 48.6% 50.1% ― 70.0%

7.4% ３５位 14.4% ３４位 16.9% ３０位 22.0% １８位 25.9% ９位 24.6% ８位 ― ― 45.0%

7.7% 15.0% 16.4% 17.7% 17.8% 17.5% ― 45.0%

11.8% １位 13.7% ８位 13.5% ７位 13.5% ８位 13.5% ６位 13.4% ３位 ― ― 11.0%

14.4% 14.8% 14.5% 14.3% 14.4% 14.4% ― 未設定

10.0% １位 11.9% ２０位 11.6% １９位 11.5% １６位 11.6% ２２位 11.5% １６位 ― ― 9.0%

12.4% 12.1% 11.9% 11.8% 11.8% 11.7% ― 未設定

△ 1.4027 ― △ 0.8314 ― △ 0.5321 ― △ 0.6289 ― △ 0.1033 ― ― ― 未設定

0.2720 ― 0.1519 ― 0.7281 ― ― ―

2.1311 3.0536 3.4685 3.2173 2.7409 ― 25.0%

0.3873 0.0100 △ 0.4584 ―

32.4 ２２位 31.3 ２２位 30.5 ２１位 29.9 ２１位 29.9 ２３位 29.6 ２８位 28.9 26位 未設定

19.6 ２１位 19.1 ２５位 18.8 ２６位 18.5 ２６位 18.2 ２７位 17.9 ２９位 17.6 28位 17.8
110.7 ３位 114.9 ４位 101.5 １位 101.9 １位 97.1 １位 103.6 １位 102.7 2位 109.7
324.1 ２７位 315.5 ２７位 290.3 ２０位 277.1 ２０位 287.1 ２５位 284.4 ２５位 273.4 25位 287.1
60.2 １０位 71.9 ２７位 74.1 ２６位 79.9 ３５位 65.0 １９位 92.8 ４２位 59.9 13位 61.7

31.6 30.4 29.7 29.2 28.6 27.9 27.5 28.6

18.8 17.9 17.5 17.2 16.8 16.5 16.2
176.6 175.1 171.8 168.3 164.6 158.2 152.2
312.9 298.1 291.9 284.7 281.2 274.7 269.9

74.2 71 70.7 68.8 66.7 67.3 66.3

46.8% ３８位 51.5% ３６位 56.6% ３５位 61.8% ３０位 66.1% ２８位 69.3% 23位 全国平均以上

48.6% 52.6% 57.2% 61.4% 65.0% 67.4% 未設定

52.5% ２０位 60.3% １７位 65.8% １２位 72.6% 9位 未設定

51.2% 58.4% 63.1% 68.6% 60.0%

最も割合が高い都
道府県が１位

鳥取県医療費適正化計画の進捗状況について

高齢者の医療の確保に関する法律第１１条の規定により、本県の医療費適正化計画の進捗状況を公表します。

平成20年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

１　特定健康診査の実施率（％）（順位：降順）：　　鳥取県

　　（参考：全国）

２　特定保健指導の実施率（％）（順位：降順）：　　鳥取県

　　（参考：全国）

３（１）　メタボリックシンドローム該当者割合：　　鳥取県
　　　　　　　（順位：昇順）

　　（参考：全国）

備　考

第１期医療費適正化計画期間（平成２０年度～２４年度） 第２期医療費適正化計画期間（平成２５年度～２９年度）

Ⅰ　住民の健康の保持の推進

基準年度

　　（参考：全国）　平成２０年度対比 基準年度

最も実施率が高い
都道府県が１位

最も該当者割合が
低い都道府県が１
位

最も予備群割合が
低い都道府県が１
位

　　（参考：全国）　平成２４年度対比 基準年度

３（２）　メタボリックシンドローム予備群割合：　　鳥取県
　　　　　　　（順位：昇順）

　　（参考：全国）

（参考：国基準）
　　メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の減少率（％）
　　　　：鳥取県　　　平成２０年度対比

基準年度

　　（参考：鳥取県）　平成２４年度対比

Ⅱ　医療の効率的な提供の推進

１　医療機能の強化・連携等を通じた平均在院日数の短縮（日）
　　（介護を除く総病床）　：　鳥取県

〈内訳〉一般病床平均在院日数　　　（順位：昇順）
〈内訳〉療養病床平均在院日数　　　（順位：昇順）
〈内訳〉精神病床平均在院日数　　　（順位：昇順）
〈内訳〉結核病床平均在院日数　　　（順位：昇順）

最も平均在院日数
が少ない都道府県
が１位

後発医薬品の使用促進（調剤率）：全処方せん受付回数に対する後発医薬品を調剤した処方せん受付回数の割合（平成２１年度から県別データが公表になった。）

後発医薬品の使用促進（数量ベース）：〔後発医薬品の数量〕/（〔後発医薬品のある先発医薬品の数量〕+〔後発医薬品の数量〕）で算出（平成２５年度からこの方式が採用された。）

〈内訳〉療養病床平均在院日数
〈内訳〉精神病床平均在院日数

〈内訳〉結核病床平均在院日数

２　後発医薬品の使用促進（調剤率）　（順位：降順）：　鳥取県

国が公表した数値
に県別の数値なし

　　（参考：全国）

　（参考：国基準）
　後発医薬品の使用促進（数量ベース）　（順位：降順）：　鳥取県

国が公表した数値の算定方法が、
平成２５年度以降の算定方法と異なり
比較できないため、掲載しない。　　（参考：全国）

〈内訳〉一般病床平均在院日数

未設定

　　（参考：全国）介護を除く総病床

【補足】



平成29年度
（目標（見込）値）

鳥取県医療費適正化計画の進捗状況について

高齢者の医療の確保に関する法律第１１条の規定により、本県の医療費適正化計画の進捗状況を公表します。

平成20年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 備　考

第１期医療費適正化計画期間（平成２０年度～２４年度） 第２期医療費適正化計画期間（平成２５年度～２９年度）

1,710 億円 1,853 億円 1,882 億円 1,907 億円 1,945 億円 2,000 億円 　　　　― 億円

348,084 億円 385,850 億円 392,117 億円 400,610 億円 408,071 億円 423,644 億円 　　　　― 億円

（H24対比の伸び率）

1,895 億円 1,941 億円 1,988 億円 2,037 億円 2,083 億円 2,129  億円

112.35%

鳥取県 287 ２１位 317 ２１位 339 ２０位 349 ２０位

（参考：全国） 273 302 308 315 321 333 ―

国保＋後期（計）：鳥取県 473 １９位 518 １９位 532 １９位 545 １９位 558 １９位 583 １９位 ― ―

（参考：全国） 430 477 487 501 513 537 ―

　国保（計）　鳥取県 295 １９位 327 ２０位 336 １８位 344 １８位 358 １７位 374 １８位 ― ―

国保
（入院） 126 １９位 140 １７位 146 １５位 147 １５位 155 １４位 157 １４位 ― ―

国保
（入院外・調剤） 147 ３３位 164 ２９位 167 ３１位 173 ３１位 179 ３０位 192 ２８位 ― ―

国保
（歯科） 22 １７位 23 １７位 23 ２０位 24 １９位 24 １９位 24 ２２位 ― ―

　後期高齢者（計）：鳥取県 809 ２８位 852 ２８位 863 ２７位 872 ２７位 876 ２８位 904 ２８位 ― ―

後期高齢者
（入院） 434 ２２位 454 ２４位 463 ２４位 462 ２４位 465 ２３位 480 ２１位 ― ―

後期高齢者
（入院外・調剤） 351 ４１位 372 ４２位 374 ４０位 384 ４２位 384 ４２位 394 ４２位 ― ―

後期高齢者
（歯科） 24 ２１位 25 ２４位 26 ２４位 26 ２４位 27 ２５位 27 ２５位 ― ―

国保＋後期（計）：鳥取県 0.975 ２４位 0.982 ２４位 0.989 ２４位 0.986 ２３位 0.990 ２３位 0.994 ２４位 ― ―

　国保（計）：鳥取県 1.009 ２１位 1.032 ２２位 1.036 ２１位 1.031 ２０位 1.044 ２０位 1.037 ２０位 ― ―

国保
（入院） 1.124 ２１位 1.150 １９位 1.157 １７位 1.143 １７位 1.170 １７位 1.150 １７位 ― ―

国保
（入院外・調剤） 0.934 ４２位 0.957 ３８位 0.961 ３８位 0.961 ３９位 0.966 ３８位 0.972 ３６位 ― ―

国保
（歯科） 0.952 ２１位 0.962 ２１位 0.956 ２５位 0.958 ２３位 0.953 ２３位 0.933 ２５位 ― ―

　後期高齢者（計）：鳥取県 0.946 ２９位 0.937 ２９位 0.948 ２８位 0.946 ２８位 0.945 ２９位 0.958 ２８位 ― ―
後期高齢者
（入院） 0.995 ２１位 0.979 ２５位 0.995 ２３位 0.993 ２３位 0.990 ２２位 1.015 ２１位 ― ―

後期高齢者
（入院外・調剤） 0.896 ３９位 0.896 ４０位 0.901 ３９位 0.902 ４０位 0.903 ４０位 0.906 ４０位 ― ―

後期高齢者
（歯科） 0.891 ２１位 0.872 ２３位 0.863 ２４位 0.862 ２３位 0.869 ２２位 0.863 ２３位 ― ―

最も医療費が高い
都道府県が１位

最も医療費が高い
都道府県が１位

最も指数が高い（補
正後の医療費が高
い）都道府県が１位
（全国平均＝１）

Ⅲ　医療に要する費用の見通し

医療費　（国民医療費：国試算）：　鳥取県

（H24対比の伸び率） 基準年度 101.28% 103.33% 106.25%

―

　　　参考：鳥取県医療費適正化計画で推計した適正化後医療費

（H24対比の伸び率） 基準年度 102.43% 104.91% 107.49% 109.92%

―

　（国民医療費：国試算）：　全国

基準年度 102.17% 104.07% 108.04%

地
域
差
指
数

（
年
齢
補
正
後

）

※　医療費の地域差分析

　　（地域差指数）
　　　国が毎年度、国民健康保険と後期
　　高齢者医療の県別の医療費を、年齢
　　構成の相違による補正をした上で
　　指数化（全国を１）し、公表するもの
　　である。　　　　（順位：降順）

　　→　推計に当たっては、「医療給付
　　　　実態調査」の医療費等の数値
　　　　（診療月４月～３月）を、「国民健康
　　　　保険事業年報」及び「後期高齢者
　　　　医療事業年報」（診療月３月～２
　　　　月）と一致させている。

【補足】　「国保」とは市町村国民健康保険を、「後期」・「後期高齢者」とは後期高齢者医療をいう。

１
人
当
た
り
実
績
医
療
費

※　国民医療費（国推計）
　　国が、県別の医療費を住所地で推計
　　し、（かつては３年に１回）公表するも
　　のである。（単位：千円）（順位：降順）

県別数値なし 県別数値なし

※　医療費の地域差分析

　　（１人当たり実績医療費）
　　　国が毎年度、県別の一人当たり実
　　　績医療費を公表するものである。

　　　（単位：千円）　　（順位：降順）


